
序
　
大
般
涅
槃
経
と
佛
身
論

生
年
八
十
、
今
や
成
道
以
来
四
十
五
年
の
説
法
教
化
を
終
え
た
シ
ャ
カ
は
、
ク
シ
ナ
ガ
ラ
（kusínagara

）
北
郊
・
娑
羅
双

樹
下
に
寂
滅
の
相
を
示
す
に
い
た
っ
た
。
神
力
を
以
て
そ
の
音
声
は
天
地
法
界
に
響
き
渡
る
。

「
今
日
、
如
来
（
真
理
よ
り
来
生
せ
る
者
）、
應
供
（
供
養
を
受
く
る
価
値
あ
る
者
）、
正
　
知

し
ょ
う
へ
ん
ち

（
正
し
く
　
ね
く
一
切
を
知

る
者
）、
衆
生
を
憐
憫
し
衆
生
を
覆
護
し
、
等
し
く
衆
生
を
視
た
ま
ふ
こ
と
羅
　
羅

ら

ご

ら

（
シ
ャ
カ
の
一
児
）
の
如
し
。
為
に
帰

依
と
な
り
、
世
間
の
舎
と
な
り
た
ま
ふ
。
大
覚
世
尊
（
大
覚
者
・
聖
者
）、
ま
さ
に
涅ね

槃は
ん

（
入
滅
）
し
た
ま
は
ん
と
欲
す
。

一
切
衆
生
も
し
疑
ふ
と
こ
ろ
有
ら
ば
、
今
悉
く
問
ふ
べ
し
。
最
後
の
問
と
な
せ
。」（
序
品
第
一
・
一
。
大
正
蔵
一
二
・
六

○
五
ａ
）

こ
れ
を
見
聞
し
た
シ
ャ
カ
の
出
家
の
弟
子
、
在
家
の
弟
子
、
長
者
、
大
臣
、
諸
王
、
王
夫
人
、
天
女
、
竜
王
、
阿
修
羅
の
王
、
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四
天
王
、
風
神
、
水
神
、
海
神
、
河
神
、
象
王
、
獅
子
王
、
鳥
王
、
蜂
王
な
ど
五
十
餘
種
類
の
有
情
・
無
情
の
衆
生
は
、「
如

来
、
般は
つ

涅ね

槃は
ん

（
圓
寂
）
し
た
ま
ふ
こ
と
な
く
、
世
に
住
す
る
こ
と
一
劫
も
し
く
は
減
一
劫
な
り
た
ま
へ
。」
と
勧
請
せ
ん
、
と
語

り
あ
う
。
シ
ャ
カ
こ
こ
に
入
滅
せ
ば
、「
世
間
は
虚
空
と
な
り
、
世
間
は
虚
空
と
な
れ
り
。
我
等
今
よ
り
救
護
者
有
る
こ
と
無

く
、
宗
仰
す
る
と
こ
ろ
無
し
。
貧
窮
孤
露
に
し
て
、
一
旦
無
上
世
尊
に
遠
離
せ
ば
、
も
し
疑
惑
あ
ら
ん
と
き
、
ま
さ
に
ま
た
誰

に
か
問
ふ
べ
き
。」
と
暗
　
と
な
る
。
時
に
、
娑
羅
樹
林
は
白
変
し
て
白
鶴
の
如
く
、
空
中
に
七
宝
の
楼
閣
出
現
。
善
法
を
妨

ぎ
、
功
徳
を
奪
う
を
こ
と
と
す
る
魔
王
波
旬
（M

a –ra
Pa –pı –ya

）
は
、
地
獄
の
門
を
開
き
、
大
乗
の
守
護
を
約
す
…
と
。

│
大
経
『
大
般
だ
い
は
つ

涅ね

槃
経

は
ん
ぎ
ょ
う
』
は
、
こ
こ
に
開
幕
す
る
。
か
の
『
華
厳
経
』
に
集
ま
っ
た
人
々
に
は
朝
日
を
浴
び
て
立
つ
者
の
喜

び
が
匂
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
『
涅
槃
経
』
に
集
う
衆
生
に
は
次
第
に
薄
れ
ゆ
く
夕
日
の
残
光
の
中
に
、
や
が
て
降
さ
れ

ん
と
す
る
黒
闇
の
夜
を
悲
し
む
哀
調
が
漂
よ
う
。
も
と
よ
り
本
経
は
『
華
厳
経
』
や
『
法
華
経
』、『
維
摩
経
』
の
如
く
戯
曲

的
・
力
動
的
と
い
う
よ
り
も
、
論
議
に
論
議
を
重
ね
て
の
哲
学
的
な
作
品
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
開
幕
は
、
最
早
と
り
か
え

し
の
つ
か
ぬ
時
が
刻
々
と
迫
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
息
づ
ま
る
よ
う
な
哀
惜
の
情
で
演
出
さ
れ
て
い
る
。

＊
本
経
み
ず
か
ら
云
う
。「
展
転
薄
淡
に
し
て
気
味
有
る
こ
と
無
し
。
気
味
無
し
と
雖
も
猶
餘
経
に
勝
り
、
超
逾
す
る
こ
と

千
倍
な
り
。
彼
の
乳
味
の
諸
の
苦
味
に
於
て
其
の
勝
る
こ
と
千
倍
な
る
が
如
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
是
の
大
乗
典
大
涅

槃
経
は
声
聞
経
に
於
て
最
も
上
首
と
為
す
。
譬
へ
ば
牛
乳
の
味
中
に
最
勝
な
る
が
如
し
。
是
の
義
を
以
て
の
故
に
大
涅
槃

と
名
く
。」（
菩
薩
品
第
九
・
一
。
大
正
蔵
一
二
・
六
六
三
ｂ
）。
も
っ
て
本
経
製
作
者
ら
の
意
趣
、
自
負
を
知
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
本
経
中
に
引
用
さ
れ
る
『
華
厳
経
』
や
『
法
華
経
』
に
対
し
て
、〈
佛
身
論
〉
に
関
す
る
諸
大
乗
の
総
勘
定
を
期

せ
ん
も
の
を
、
と
。

次
々
に
提
示
さ
れ
る
問
に
諄
々
と
答
え
て
、
綿
々
長
江
の
如
き
大
説
法
が
展
開
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
八
万
四
千
の
法
門
に
一
つ
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の
帰
結
を
与
え
ん
と
す
る
。
け
だ
し
、
わ
れ
わ
れ
が
追
っ
て
来
た
〈
シ
ャ
カ
の
神
格
化
〉
の
極
点
と
云
わ
れ
る
の
が
、
こ
の

『
大
般
涅
槃
経
』
な
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
の
〈
法
身
常
住
無
有
変
易
〉
と
い
う
佛
身
論
は
、
横
に
開
い
て
〈
一
切
衆
生
悉
有
佛
性
〉
と
佛
性
論
を
合
わ
せ

る
。
し
か
し
て
、〈
常
楽
我
浄
〉、〈
一
闡
提

い
ち
せ
ん
だ
い

成
佛
〉
の
旗
幟
を
ひ
る
が
え
す
の
で
あ
る
。

＊「
涅
槃
経
」
に
は
小
乗
の
『
涅
槃
経
』
と
、
大
乗
の
『
涅
槃
経
』
が
あ
る
。
小
乗
の
『
涅
槃
経
』
の
漢
訳
は
四
種
、
大
乗

の
『
涅
槃
経
』
は
二
十
三
種
。
大
乗
の
梵
文
は
断
片
の
み
。
漢
訳
現
存
三
本
は
①『
大
般
涅
槃
経
』
四
○
巻
（
北
本
）
曇
無

讖
訳
（
四
二
一
年
）〈
大
正
蔵
一
二
巻
所
収
〉。
②『
大
般
涅
槃
経
』
三
六
巻
（
南
本
）
慧
巌
・
慧
観
・
謝
霊
運
等
改
修
（
四

三
六
年
）〈
大
正
蔵
一
二
巻
所
収
〉。
③『
佛
説
大
般
泥
　
経
』
六
巻
（
東
晋
）
法
顕
・
佛
陀
跋
陀
羅
共
訳
（
四
一
七
年
）

〈
大
正
蔵
一
二
巻
所
収
〉
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
う
ち
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
②
の
南
本
に
依
る
。
ま
た
、
大
乗
の
『
涅
槃

経
』
そ
の
も
の
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
諸
説
が
呈
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
四
世
紀
と
推
考
さ
れ
る
。（
望
月
良
晃
『
新
国

訳
大
蔵
経
』
涅
槃
部
５
、
大
蔵
出
版
一
、
二
頁
）

な
お
、
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
水
谷
幸
正
「
涅
槃
経
の
成
立
史
的
問
題
」（『
印
度
学
佛
教
学
研
究
』
第
一
一
巻
二
号
、

昭
和
三
八
年
三
月
。）
二
五
○
〜
四
頁
を
参
照
。

大
聖
シ
ャ
カ
は
、
は
か
な
く
も
八
十
年
に
し
て
滅
尽
し
て
し
ま
っ
た
の
か
。
そ
ん
な
筈
は
な
い
。
何
ら
か
の
意
味
に
お
い
て

不
滅
で
あ
る
筈
…
…
と
い
う
問
い
に
発
し
た
〈
佛
身
論
〉
は
、
形
而
下
的
世
界
か
ら
形
而
上
的
世
界
へ
と
展
開
し
て
行
っ
た
。

〈
色
身
生
滅
〉
の
シ
ャ
カ
は
、〈
法
身
常
住
〉
の
本
体
な
り
と
考
案
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
云
う
と
こ
ろ
の
〈
法
身
〉
と
は
何

ぞ
。
そ
の
〈
法
身
〉
と
現
実
の
シ
ャ
カ
と
の
関
係
如
何
と
展
開
す
る
こ
と
と
な
り
、
佛
身
論
議
は
飽
く
こ
と
な
く
追
求
さ
れ
て
、

佛
教
々
理
史
を
主
導
し
て
行
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
〈
佛
身
論
〉、〈
仏
陀
観
〉
の
一
大
帰
結
が
、
こ
こ
に
取
り
あ
げ
る
『
大
般

涅
槃
経
』
と
成
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
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＊
名
字
功
徳
品
第
三
に
は
『
大
般
涅
槃
経
』
の
経
名
に
つ
い
て
七
善
を
説
く
う
ち
に
、「
云
ふ
と
こ
ろ
の
大
と
は
、
之
を
名

づ
け
て
常
と
為
す
。
八
大
河
悉
く
大
海
に
帰
す
る
が
如
し
。
此
の
経
は
是
の
如
く
一
切
の
諸
々
の
煩
惱
結
及
び
諸
の
魔
性

を
降
伏
し
、
然
し
て
後
に
大
般
涅
槃
を
要
し
て
身
命
を
放
捨
す
。
是
の
故
に
名
づ
け
て
大
般
涅
槃
と
曰
ふ
。
…
…
諸
経
の

三
昧
に
於
て
最
も
第
一
…
…
諸
経
中
の
勝
な
り
。」
と
あ
る
。
い
ず
れ
の
経
に
も
見
え
る
自
讃
で
あ
る
が
、
シ
ャ
カ
最
後
の

説
法
と
も
な
れ
ば
、
一
切
の
大
小
乗
経
典
の
帰
趨
な
り
、
と
の
自
矜
を
示
す
。

こ
の
際
、
余
分
な
事
と
は
思
う
が
、
今
一
度
、
佛
身
論
の
流
れ
を
か
え
り
み
て
み
る
と
、
ま
ず
は
〈
教
法
中
心
〉
で
あ
っ
た
。

た
と
え
シ
ャ
カ
の
肉
身
滅
已
す
と
も
、
そ
の
遺
訓
教
誡
は
残
る
。
シ
ャ
カ
が
四
十
五
年
に
わ
た
っ
て
語
り
残
し
た
教
法
は
真
理

と
し
て
不
滅
で
は
な
い
か
。
シ
ャ
カ
は
そ
の
教
法
に
よ
っ
て
永
久
で
は
な
い
か
。〈
佛
宝
〉
は
〈
法
宝
〉
の
中
に
常
住
で
は
な
い

か
。
そ
し
て
、
こ
の
教
法
常
住
は
、
臨
滅
の
遺
誡
に
告
示
さ
れ
て
い
た
。「
自
帰
依
、
法
帰
依
」
で
あ
る
。「
阿
　
よ
。
我
れ
に

よ
っ
て
説
か
れ
、
教
え
ら
れ
た
教
法
（dharm

a

）
と
、
制
定
し
た
戒
律
（vinaya

）
と
が
、
我
が
亡
き
あ
と
に
汝
ら
の
師
で
あ

る
。」（『
長
阿
含
経
』
巻
四
、
大
正
蔵
一
・
二
六
上
。『
仏
般
泥
　
経
』
巻
下
、
大
正
蔵
一
○
・
一
七
二
）

＊
佛
教
徒
の
根
本
条
件
に
「
三
帰
依
」（
三
帰
・
三
帰
戒
）
が
あ
る
。〈
佛
〉（buddha

）
と
〈
法
〉（dharm

a

）
と
〈
僧
〉

（sam. gha

）
の
三
宝
に
帰
依
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
私
は
佛
に
、
法
に
、
僧
に
帰
依
し
ま
す
。（P

）“B
uddham.

Saran. am.
gaccha –m

i,D
ham

m
an.

Saran. am.
gaccha –m

i,Sam. gham.
Saran. am.

gaccha –m
i”

今
こ
れ
に
ち
な
ん
で
云
え
ば
、
部

派
佛
教
は
「
帰
依
法
」
の
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
、
出
家
の
弟
子
は
〈
教
法
〉
を
実
践
し
、
律
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
脱
す
る
こ
と
を
望
む
と
し
て
も
、
在
家
信
者

に
は
困
難
で
あ
る
。〈
佛
〉
か
〈
僧
〉
か
の
加
護
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
乗
の
在
家
者
は
「
帰
依
僧
」
に
傾
む
き
、
現

今
も
南
方
佛
教
が
そ
れ
を
汲
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大
乗
佛
教
は
「
帰
依
佛
」
に
棹
さ
し
た
。
佛
身
論
・
佛
陀
観
は
、

こ
う
し
た
信
者
の
願
望
、
必
要
あ
っ
て
展
開
し
て
行
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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さ
て
、
さ
き
の
〈
教
法
常
住
〉
思
想
が
、
さ
ら
に
踏
み
込
む
と
、
教
法
の
背
後
に
横
た
わ
る
理
法
を
〈
法
身
〉、〈
法
界
〉
と

呼
ん
で
、〈
法
身
常
住
〉
が
案
出
さ
れ
る
。
こ
れ
が
『
華
厳
経
』
な
ど
の
立
場
で
、
法
は
普
遍
で
あ
る
か
ら
、
十
方
遍
満
佛
で
あ

る
理
佛
「
毘
盧
庶
那
佛
」（V

airocana

）
が
考
案
さ
れ
る
。
超
空
間
的
に
普
遍
化
さ
れ
、
そ
の
〈
法
身
佛
〉
は
十
方
に
遍
満
す

る
。「
法
身
は
堅
固
に
し
て
壊
す
べ
か
ら
ず
。
一
切
の
諸
法
界
に
充
満
す
。
善
く
能
く
諸
の
色
身
を
示
現
し
、
應
に
随
っ
て
諸
の

群
生
を
化
導
す
。」（
六
十
華
厳
三
、
大
正
蔵
九
・
四
一
一
ｃ
）
と
。

＊「
毘
盧
庶
那
佛
は
能
く
正
法
輪
を
転
じ
た
ま
ひ
、
法
界
の
諸
の
国
土
に
雲
の
如
く
に
悉
く
周
　
す
。
十
方
の
中
の
あ
ら
ゆ

る
諸
の
大
世
界
海
に
佛
の
神
通
と
願
力
と
を
も
っ
て
處
々
に
法
輪
を
転
ず
。
…
…
十
方
の
塵
の
ご
と
き
国
土
に
光
網
は
悉

く
周
　
し
、
光
の
中
に
悉
く
佛
有
り
て
普
く
諸
の
群
生
を
化
す
。
佛
身
に
差
別
無
く
法
界
に
充
満
し
て
能
く
色
身
を
見
せ

し
め
、
機
に
随
ひ
て
善
く
調
伏
す
」（『
大
方
廣
華
厳
経
』
如
来
現
相
品
第
二
之
三
六
。
大
正
蔵
一
○
・
三
一
ａ
）
と
い
う

風
に
普
遍
化
し
、
汎
神
論
化
し
て
行
く
の
が
、『
華
厳
経
』
の
佛
身
論
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
絶
対
的
真
理
身
と
し
て
の
〈
法
身
〉
に
昇
華
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
普
遍
化
ゆ
え
に
、
人
格
性
は

揮
発
し
、
冷
た
い
理
法
と
な
っ
て
行
く
嫌
い
は
、
避
け
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
体
温
の
あ
る
シ
ャ
カ
、
歴
史
上
の
シ
ャ

カ
、
色
身
の
シ
ャ
カ
に
即
し
て
、
そ
の
永
生
・
永
存
を
愛
慕
し
て
、『
法
華
経
』
の
佛
身
論
が
唱
え
ら
れ
た
。
シ
ャ
カ
そ
の
人
の

寿
命
は
尽
き
た
の
で
は
な
い
。
シ
ャ
カ
の
寿
命
は
無
量
で
あ
る
、〈
久
遠
常
住
〉
で
あ
る
と
。「
如
是
我
成
佛
已
来
。
甚
大
久
遠
。

寿
命
無
量
。
阿
僧
祇
劫
。」〈
如
来
寿
量
品
第
十
六
〉
と
。

│
〈
寿
命
〉
と
云
う
。
す
な
わ
ち
、
理
上
の
シ
ャ
カ
で
は
な
く
、

人
格
的
佛
陀
、
あ
の
シ
ャ
カ
そ
の
も
の
は
無
量
の
寿
命
（aparim

ita-a –yus

）
を
も
っ
て
、
居
り
つ
づ
け
て
い
る
の
だ
、
と
、

打
ち
出
し
た
。
シ
ャ
カ
は
久
遠
の
昔
に
佛
陀
と
な
っ
て
い
た
〈
久
遠
実
成
〉
の
佛
陀
で
あ
り
、〈
久
遠
佛
〉
で
あ
る
、
と
。
こ
れ

が
「
法
華
経
」
の
特
色
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
今
日
の
ネ
パ
ー
ル
に
あ
た
る
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
（
藍
毘
尼
園
）
で
生
誕
し
、
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
（
佛
陀
伽
耶
）
で
成
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道
し
、
ム
リ
ガ
ダ
ー
ヴ
ァ
（
鹿
野
苑
）
で
初
転
法
輪
し
た
の
ち
、
諸
方
に
伝
道
中
、
ク
シ
ナ
ガ
ラ
（
拘
尸
那
掲
羅
）
で
死
去
し

た
色
身
の
シ
ャ
カ
（
迹
佛
）
と
、
こ
の
新
案
の
寿
命
久
遠
な
る
シ
ャ
カ
（
本
佛
）
と
の
関
係
が
説
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
わ
け
で
、

久
遠
常
住
の
シ
ャ
カ
が
入
滅
し
た
の
は
〈
方
便
〉
で
あ
っ
た
。
鈍
根
の
衆
生
に
「

遭
の
想
」
や
「
恭
敬
の
心
」
を
生
ぜ
し
め
、

善
根
を
植
え
し
め
る
た
め
で
あ
っ
た
、
と
の
妙
案
を
も
っ
て
し
た
。
そ
の
経
緯
は
、
前
稿
で
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
と
に
か
く
、

〈
法
〉
中
心
よ
り
も
、
色
身
の
シ
ャ
カ
に
即
し
て
〈
佛
〉
中
心
の
佛
身
論
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、『
法
華
経
』
は
、
そ
の
打
ち
出
し
た
久
遠
常
住
の
シ
ャ
カ
〈
久
遠
佛
〉
が
、
抽
象
化
さ
れ
、
形
而
上
化
さ
れ
、
理
佛

化
さ
れ
ぬ
よ
う
に
と
の
意
趣
か
ら
、
云
う
と
こ
ろ
の
無
量
の
寿
命
が
時
間
的
、
数
量
的
に
語
ら
れ
た
こ
と
も
見
た
。
即
ち
、
た

だ
、
抽
象
的
・
概
念
的
に
〈
永
遠
〉
と
云
わ
ず
、
具
体
的
に
、〈
五
百
塵
点
劫
〉
な
ど
時
間
数
の
表
現
を
も
っ
て
し
た
、
と
。

し
か
し
、
今
、
こ
の
よ
う
に
『
法
華
経
』
が
、
色
身
面
に
力
を
入
れ
て
、
形
而
上
化
・
抽
象
化
へ
の
傾
向
を
防
ぐ
視
界
を
踏

ま
え
た
上
で
、
さ
ら
に
時
間
・
空
間
を
越
え
た
シ
ャ
カ
の
永
遠
性
を
掲
げ
よ
う
と
し
た
の
が
『
大
般
涅
槃
経
』
と
云
わ
れ
る
。

い
わ
ば
『
法
華
経
』
の
〈
シ
ャ
カ
佛
〉
中
心
主
義
を
踏
ま
え
た
上
で
、
遍
満
の
法
身
を
唱
え
る
『
華
厳
経
』
風
に
で
な
く
、〈
内

在
身
〉
と
し
て
の
法
身
説
、
如
来
蔵
的
に
〈
法
〉
中
心
主
義
に
依
っ
て
、
シ
ャ
カ
の
永
遠
化
に
力
を
こ
め
た
の
が
本
経
で
あ
る
。

そ
れ
も
シ
ャ
カ
臨
滅
と
い
う
恰
好
の
場
を
舞
台
と
し
て
、
饒
舌
に
大
乗
の
佛
身
論
を
煮
詰
め
て
、
シ
ャ
カ
の
〈
神
格
化
〉
の
極

点
を
示
さ
ん
と
し
た
も
の
と
云
え
る
の
で
は
な
い
か
。

＊
平
川
彰
博
士
の
一
文
を
参
考
に
。「
法
身
に
は
『
理
法
身
』
と
い
い
ま
し
て
、
佛
の
悟
っ
た
『
真
理
』（
法
）
を
法
身
と

み
る
説
が
あ
り
ま
す
が
、
涅
槃
経
で
説
く
法
身
は
佛
の
人
格
に
具
わ
る
永
遠
性
を
い
う
の
で
し
て
、『
智
法
身
』
と
も
い
う

べ
き
も
の
で
す
。『
我
阿
闍
世
の
為
に
無
量
億
劫
涅
槃
に
入
ら
ず
』（
梵
行
品
二
十
一
之
五
）
と
い
う
、
こ
の
無
量
劫
の
寿

命
を
維
持
し
て
い
る
も
の
が
、
佛
の
法
身
で
す
。
こ
の
目
的
な
し
に
法
身
の
こ
の
世
に
住
す
る
わ
け
は
な
い
の
で
し
て
、

そ
の
点
、
涅
槃
経
の
法
身
は
、
理
法
身
と
は
意
味
が
異
な
る
の
で
す
。」（『
涅
槃
経
』
集
英
社
、
一
九
八
四
年
、
二
一
五
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頁
）。

「
如
来
の
法
身
は
常
住
で
あ
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
世
に
住
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
か
ら
、
お
釈
迦
さ
ま
が
こ
の
世
に

で
ら
れ
る
前
か
ら
、
佛
の
法
身
は
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
法
は
真
理
の
意
味
で
す
か
ら
、
法
そ
の
も
の
の
永
遠
性
は
、

比
較
的
理
解
が
容
易
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
法
が
人
格
に
具
現
し
、
知
恵
と
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
が
涅
槃
経
の
説
く
法
身

で
す
。
私
た
ち
に
は
法
身
を
理
解
す
る
知
恵
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
法
身
常
住
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
か
、
十
分
に
理
解
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
信
じ
得
る
人
に
は
、
信
に
よ
っ
て
受

け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
る
で
し
ょ
う
。」（
同
、
二
三
六
頁
）

＊
本
経
に
は
首
楞
厳
経
、
般
若
経
、
法
華
経
、
が
直
接
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
他
経
引
用
に
つ
い
て
は
、
河
村
孝
照
「
大

乗
涅
槃
経
所
引
の
経
典
に
つ
い
て
」（
印
度
学
佛
教
学
研
究
二
○
巻
昭
和
四
七
年
三
月
、
五
四
〜
五
九
頁
）
を
初
め
、「
大

乗
涅
槃
経
と
法
華
経
」（
宗
教
研
究
、
二
○
二
号
、
一
九
七
○
年
三
月
）
七
二
〜
七
四
頁
。「
大
乗
涅
槃
経
と
般
若
経
」（
宗

教
研
究
一
九
八
号
、
一
九
六
九
年
三
月
、
八
九
〜
九
一
頁
）
の
貴
重
な
発
表
が
あ
る
。

す
で
に
『
法
華
経
』
の
佛
身
論
の
あ
と
に
、『
涅
槃
経
』
の
佛
身
論
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
、『
法
華
経
』
の
特
性
を
挙
げ
て

称
揚
し
た
田
村
芳
朗
師
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
前
稿
で
、
そ
の
卓
説
を
引
用
し
た
が
、
同
趣
旨
の
別
文
で
、
再
び
引
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

「『
法
華
経
』
の
久
遠
釈
迦
説
は
、
現
実
に
お
け
る
実
践
と
い
う
角
度
か
ら
す
れ
ば
価
値
高
い
も
の
と
い
え
る
が
、
純
粋
に
永

遠
性
と
い
う
こ
と
か
ら
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。
そ
の
結
果
、
光
宅
寺
法
雲
な
ど
後
者
に
関
心
あ
る
者
た
ち
は
、『
法
華

経
』
か
ら
『
涅
槃
経
』
に
目
を
移
し
、
そ
こ
に
説
か
れ
た
常
住
法
身
を
も
っ
て
真
の
久
遠
佛
と
み
な
す
に
い
た
る
。
と
い
う

の
は
、『
涅
槃
経
』
の
常
住
法
身
の
説
は
、
時
空
を
突
破
・
超
越
し
た
形
で
久
遠
佛
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
り
、
積
極
的
に
い

え
ば
、
た
だ
い
ま
、
衆
生
の
中
に
久
遠
佛
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
内
在
身
の
主
張
と
い
え
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よ
う
。
同
時
に
説
か
れ
た
「
如
来
蔵
」
と
か
「
佛
性
」
が
、
内
在
佛
の
主
張
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
如
来
蔵
な

い
し
佛
性
の
説
は
、
佛
陀
観
を
お
し
進
め
て
内
在
佛
へ
と
窮
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
佛
身
論
に
適
用
さ
れ
て
、
内

在
身
と
し
て
の
常
住
法
身
の
主
張
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
衆
生
内
在
の
法
身
に
つ
い
て
は
、
諸
種
の
如
来
蔵

経
典
に
説
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
引
用
し
た
『
究
竟
一
乗
宝
性
論
』（
勒
那
摩
提
訳
）
の
一
切
衆
生
有
如
来
蔵
品
第
五
に
は

『
如
来
法
身
遍
在
一
切
諸
衆
生
身
』
と
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。」

田
村
師
は
「
佛
陀
崇
拝
」
を
「
佛
陀
観
」（
シ
ャ
カ
に
代
る
具
体
的
な
佛
を
求
め
る
も
の
）
と
、「
佛
身
論
）（
一
佛
に
つ
い
て

現
実
身
と
永
遠
身
と
を
論
ず
る
も
の
）
に
分
け
て
、
両
者
が
重
な
り
あ
い
な
が
ら
、
複
雑
な
佛
陀
崇
拝
の
展
開
と
な
る
、
と
し

て
、『
涅
槃
経
』
は
、
内
在
佛
へ
と
窮
ま
っ
た
「
佛
陀
観
」
が
「
佛
身
論
」
に
適
用
さ
れ
て
内
在
身
と
し
て
の
常
住
法
身
と
な
っ

た
と
述
べ
、
つ
づ
け
て
、

「
中
国
の
南
北
朝
時
代
に
お
い
て
種
々
の
教
相
判
釈
、
つ
ま
り
経
典
の
価
値
配
列
づ
け
が
試
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
さ
い
に

『
法
華
経
』
の
久
遠
釈
迦
説
と
『
涅
槃
経
』
の
如
来
蔵
・
佛
性
な
い
し
常
住
法
身
の
説
と
を
対
比
し
つ
つ
、
永
遠
性
に
関
し
て

前
者
は
不
完
全
（
不
了
）
で
あ
り
、
後
者
こ
そ
は
完
全
な
意
味
（
了
義
）
で
永
遠
を
説
き
明
か
し
た
も
の
で
あ
り
、
真
に
永

遠
に
つ
い
て
の
教
（
常
住
教
）
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
に
い
た
っ
た
。
た
と
え
ば
劉
　
（
四
三
八
〜
四
九
五
）

は
、『
法
華
経
』
に
つ
い
て
「
未
レ
説
三
衆
生
同
有
二
佛
性
一
。
但
彰
下
如
来
前
過
二
恒
沙
一

未
来
倍
上
レ
数
。
不
レ
明
二
仏
常
一
。

是
未
了
教
」
と
評
し
、
い
っ
ぽ
う
『
涅
槃
経
』
に
つ
い
て
「
明
下
諸
衆
生
悉
有
二
佛
性
一
法
身
常
住
上
。
是
其
了
義
」
と
い
う

（
浄
影
寺
慧
遠
『
大
乗
義
章
』
巻
第
一
、
大
正
蔵
四
四
・
四
六
五
ａ
）。
こ
れ
と
同
じ
見
解
に
立
っ
た
の
が
さ
き
に
あ
げ
た
光

宅
寺
法
雲
で
あ
る
。
要
は
、
久
遠
佛
を
め
ぐ
っ
て
の
超
歴
史
性
と
歴
史
性
、
普
遍
性
と
具
体
性
、
専
門
用
語
で
い
え
ば
理
と

事
の
問
題
に
帰
着
す
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
が
佛
身
論
で
は
三
身
説
の
誕
生
と
な
り
、
そ
の
三
身
説
の
上
に
久
遠
佛
を
の
せ

て
、
改
め
て
論
議
が
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。」（
田
村
芳
朗
「
日
本
佛
教
の
佛
身
論
│
久
遠
佛
を
め
ぐ
っ
て
」、『
佛
の
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研
究
』
春
秋
社
、
昭
和
五
二
年
所
載
、
四
二
九
、
四
三
○
頁
）

法
華
学
者
の
率
直
な
評
定
で
あ
る
。

も
う
一
つ
、
木
村
泰
賢
の
一
節
を
も
引
用
し
て
、
そ
の
指
針
と
し
た
い
。

「
大
般
涅
槃
経
の
特
色
は
、
こ
の
如
来
蔵
な
り
、
法
身
な
り
、
佛
性
な
り
を
更
に
形
而
上
化
し
て
、
佛
陀
と
は
所
詮
こ
の
如

来
蔵
な
り
、
法
身
な
り
、
佛
性
な
り
を
如
実
に
実
現
し
た
当
体
で
、
い
わ
ば
永
遠
の
生
命
そ
の
も
の
の
実
現
に
外
な
ら
ぬ
と

い
う
結
論
に
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
釈
迦
佛
陀
に
お
い
て
も
そ
の
入
涅
槃
な
る
も
の
は
決
し
て
従

来
考
え
ら
れ
た
ご
と
く
消
極
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
大
我
の
実
現
で
あ
り
、
常
恒
の
存
在
で
あ
り
、
畢
竟
安
楽
、
畢

竟
清
浄
の
当
体
で
あ
る
と
い
う
の
が
涅
槃
一
般
論
に
即
し
て
佛
陀
が
涅
槃
を
も
常
楽
我
浄
の
当
体
と
主
張
し
た
理
由
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
佛
陀
の
肉
身
が
滅
し
て
も
佛
陀
の
真
身
な
お
存
し
、
し
か
も
そ
の
真
身
が
衆
生
済
度
の
た
め
に
化
身
し
、
應
身

す
る
と
い
う
の
も
、
こ
れ
よ
り
導
か
れ
る
自
然
の
結
論
で
、〈
法
身
常
住
観
〉
よ
り
や
が
て
人
格
と
し
て
の
〈
佛
身
常
住
観
〉

に
ま
で
進
ん
だ
の
は
実
に
法
華
を
背
景
と
し
、
大
乗
涅
槃
経
よ
り
出
発
し
て
金
光
明
経
な
ど
の
盛
ん
に
主
張
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。」（『
木
村
泰
賢
全
集
』
第
六
巻
、
大
法
輪
閣
、「
大
乗
佛
教
思
想
論
」
一
二
四
頁
）

さ
て
如
来
身
の
金
剛
、
常
住
、
不
変
、
不
可
壊
な
る
こ
と
を
述
べ
る
金
剛
身
品
に
は
、

如
来
身
と
は
是
常
住
身
、
不
可
壊
身
、
金
剛
身
、
非
雑
食
身
、
即
ち
是
法
身
な
り
。

と
シ
ャ
カ
が
告
げ
、
そ
れ
に
対
し
て
迦
葉
が
、
我
が
見
る
は
、
悉
く
、
唯
無
常
、
破
壊
、
塵
土
、
雑
食
身
の
シ
ャ
カ
を
見
る
の

み
、
と
疑
義
を
呈
す
る
。
そ
こ
で
シ
ャ
カ
の
大
説
法
と
な
る
。

汝
今
、
如
来
の
身
不
堅
可
壊
凡
人
の
身
の
如
し
と
謂
ふ
こ
と
莫
れ
。
善
男
子
、
汝
今
當
に
知
る
べ
し
。
如
来
の
身
、
無
量
億

劫
堅
牢
に
し
て
壊
し
難
し
。
人
天
身
に
非
ず
。
恐
怖
身
に
非
ず
。
雑
食
身
に
非
ず
。
如
来
の
身
は
非
身
是
身
、
不
生
不
滅
、

不
習
不
修
、
無
量
無
辺
、
足
迹
有
る
こ
と
無
し
。
無
知
無
形
、
畢
竟
清
浄
、
動
揺
有
る
こ
と
無
し
。
…
…
是
雑
食
長
養
す
る
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所
の
身
に
非
ず
。
…
…
如
来
病
苦
を
示
す
所
以
は
、
諸
の
衆
生
を
調
伏
せ
ん
と
欲
す
る
が
為
の
故
な
り
。
善
男
子
、
汝
今
當

に
知
る
べ
し
。
如
来
の
身
即
ち
金
剛
身
な
り
。
汝
今
日
よ
り
、
常
に
専
心
に
此
の
義
を
思
惟
す
べ
し
。
食
身
を
念
ず
る
こ
と

莫
れ
。
亦
當
に
人
の
為
に
、
如
来
即
ち
是
法
身
と
説
け
。

こ
う
し
て
、
か
か
る
如
来
身
は
、「
能
く
正
法
を
護
持
す
る
因
縁
を
以
て
の
故
」
と
説
か
れ
て
行
く
。
そ
も
そ
も
、「
如
来
身
」

の
〈
如
来
〉
と
は
、
真
如
の
世
界
か
ら
衆
生
救
済
の
た
め
に
無
常
身
を
ま
と
っ
て
来
た
こ
と
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
、
再
び
真

如
の
境
界
に
戻
る
こ
と
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

「
来
る
と
か
去
る
と
か
い
ふ
の
は
、
暫
く
わ
れ
ら
の
凡
情
に
即
し
て
云
ふ
の
で
あ
っ
て
、
如
来
そ
の
も
の
は
来
っ
て
来
ら
ず
、

去
っ
て
去
ら
ず
、
住
し
て
住
せ
ず
、
生
ぜ
ず
滅
ぜ
ず
、
増
さ
ず
滅
せ
ず
、
去
来
生
滅
の
相
を
絶
し
て
ゐ
る
。
か
う
い
ふ
如
来

で
あ
る
か
ら
、
何
と
称
し
て
も
人
間
の
言
葉
に
は
乗
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
常
住
身
か
無
常
身
か
と
い
へ
ば
、
常
住
身
と
い
ふ

べ
き
で
あ
り
、
不
可
壊
身
か
破
壊
身
か
と
い
ふ
な
ら
不
可
壊
身
と
い
は
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
金
剛
身
か
塵
土
身
か
と
問
ふ
な

ら
ば
金
剛
身
と
答
へ
る
外
は
な
い
の
で
あ
る
。」（
藤
　
秀
　
『
涅
槃
経
』
大
東
出
版
社
、
昭
和
十
年
、
一
三
一
頁
）。

ま
た
迦
葉
品
に
は
法
身
・
生
身
の
〈
二
身
説
〉
を
も
っ
て
如
来
身
を
説
い
て
い
る
。
ま
ず
、

我
経
中
に
於
て
如
来
身
に
凡
そ
二
種
有
り
と
説
く
、
一
に
は
生
身
、
二
に
は
法
身
な
り
。
生
身
と
云
ふ
は
、
即
ち
是
方
便
應

化
の
身
な
り
。
斯
の
如
き
身
は
是
生
老
病
死
、
長
短
黒
白
、
是
此
是
彼
、
是
学
無
学
と
云
ふ
こ
と
を
得
べ
し
。

と
説
く
。
弟
子
は
、
こ
れ
を
聞
く
と
、「
如
来
定
め
て
、
佛
身
は
是
有
為
法
（
無
常
身
）
と
説
く
」
と
偏
解
す
る
。
次
い
で
、

法
身
は
即
ち
是
常
、
楽
、
我
、
浄
な
り
、
永
く
一
切
の
生
、
老
、
病
、
死
を
離
る
。
白
に
非
ず
黒
に
非
ず
。
長
に
非
ず
短
に

非
ず
、
此
に
非
ず
彼
に
非
ず
。
学
に
非
ず
無
学
に
非
ず
。
若
し
は
佛
出
世
及
び
不
出
世
、
常
住
に
し
て
動
ぜ
ず
、
変
易
有
る

こ
と
無
し
。

と
説
く
と
、
こ
れ
ま
た
弟
子
た
ち
は
、「
如
来
定
め
て
佛
身
は
是
無
為
法
（
常
身
）
と
説
く
」
と
偏
解
し
て
し
ま
う
、
と
あ
る
。
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明
ら
か
に
〈
二
身
説
〉
が
説
か
れ
る
。
法
身
は
生
身
に
現
わ
れ
、
生
身
は
法
身
あ
っ
て
生
身
な
の
で
あ
る
。
生
身
と
法
身
は

矛
盾
す
る
こ
と
な
く
、
両
者
は
相
應
相
即
の
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
を
〈
事
〉
と
〈
理
〉
で
云
え
ば
、
生
身
の
如
来
は
事
佛
で
あ

り
、
法
身
の
如
来
は
理
佛
で
あ
っ
て
、
事
佛
た
る
生
身
如
来
は
理
佛
の
法
身
の
表
わ
れ
と
し
て
、
そ
の
常
住
な
る
こ
と
を
得
、

ま
た
理
佛
た
る
法
身
如
来
は
事
佛
た
る
生
身
に
表
わ
れ
て
、
具
体
的
・
人
格
的
た
る
を
得
る
次
第
で
あ
る
。

「
涅
槃
経
の
こ
の
よ
う
な
佛
身
観
は
佛
教
学
上
の
術
語
で
い
え
ば
真
應
二
身
説
で
あ
っ
て
、
未
だ
法
・
報
・
応
の
三
身
説
に
は

な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
考
え
方
は
、
般
若
経
や
維
摩
経
に
て
佛
は
法
身
に
し
て
生
身
に
非
ず
と
す
る
思
想
を
継
承
し
、
法
華

経
が
本
迹
を
分
か
っ
て
本
地
の
佛
は
久
遠
の
古
に
成
道
せ
り
と
説
く
の
と
相
通
ず
る
。
法
華
経
が
寿
量
品
で
佛
寿
の
久
遠
を

説
く
の
は
、
真
佛
は
寿
命
に
限
量
あ
る
現
象
的
存
在
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
、
本
来
は
普
遍
常
住
を
時
間
的

な
久
遠
の
名
に
お
い
て
表
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。
涅
槃
経
も
、
初
め
に
は
長
寿
と
説
き
、
次
い
で
長
寿
と
は
実
は
常
住
の
超

時
間
的
意
味
な
る
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
無
量
寿
経
が
阿
弥
陀
佛
の
寿
無
量
な
り
と
説
く
の
も
、
蓋
し
こ
の
よ
う
な
思
想

と
相
通
ず
る
も
の
あ
り
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
…
…
悲
哀
追
慕
の
情
と
尊
厳
鑚
仰
の
念
と
が
、
佛
陀
の
人
格
に
対
す
る
超
越

化
と
理
想
化
と
の
方
向
に
向
か
っ
て
道
を
開
い
た
。
根
本
佛
教
よ
り
原
始
佛
教
へ
の
発
展
は
主
と
し
て
そ
れ
に
由
る
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
間
の
事
情
は
イ
エ
ス
が
十
字
架
上
に
上
っ
た
の
を
機
と
し
て
ク
リ
ス
ト
の
思
想
を
興
起
せ
し
め
た
の
と
想
い

合
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
そ
の
原
始
佛
教
も
や
が
て
二
元
的
実
在
論
に
陥
っ
た
為
に
、
再
び
こ
れ
を
根
本
に
復
帰
せ
し

め
て
大
乗
の
空
・
無
自
性
の
立
場
よ
り
涅
槃
の
真
意
義
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
。
涅
槃
経
は
実
に
こ
の

問
題
に
対
し
て
決
定
的
解
答
を
与
え
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。」（
横
超
慧
日
『
涅
槃
経
と
浄
土
教
』
平
楽
寺
書
店
、

昭
和
五
九
年
。
二
四
六
、
七
頁
）

＊「
大
乗
涅
槃
経
が
佛
身
観
を
説
く
に
あ
た
っ
て
、
破
斥
の
面
と
顕
正
の
面
が
看
取
で
き
る
が
、
小
乗
教
理
が
所
破
の
対
象

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
佛
陀
と
い
え
ど
も
生
身
は
滅
壊
す
る
と
説
く
有
部
を
は
じ
め
と
す
る
佛
身
観
で
あ
る
と
み
ら
れ
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る
こ
と
。

こ
の
佛
陀
の
生
身
の
滅
壊
を
説
く
に
対
し
て
、
如
来
身
は
法
身
で
あ
り
、
そ
れ
は
菩
提
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
理
の
法

身
に
重
点
を
お
い
て
如
来
の
常
住
を
説
く
の
が
涅
槃
経
の
顕
正
面
で
あ
り
、
従
っ
て
如
来
諸
行
は
、
こ
と
ご
と
く
衆
生
に

随
順
し
て
示
現
す
る
変
化
身
で
あ
る
と
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
。

そ
れ
で
は
、
如
来
の
寿
量
は
無
辺
際
で
あ
る
と
説
く
大
衆
部
と
の
所
説
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
と
い
え
ば
、
大
衆

部
等
に
あ
っ
て
説
く
佛
身
は
、
異
部
宗
輪
論
に
従
う
限
り
、
こ
れ
を
『
色
身
』
と
し
て
報
身
に
重
点
を
お
い
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
法
華
経
な
ど
に
説
か
れ
る
如
来
身
と
相
應
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
涅
槃
経
に
あ
っ
て
は
、
前

述
の
よ
う
に
理
の
法
身
に
力
点
を
お
い
て
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
淵
源
に
は
大
衆
部
等
の
佛
身
観
が
予
想
せ
ら
れ
る

と
し
て
も
、
涅
槃
経
に
説
か
れ
る
佛
身
は
す
で
に
非
色
非
心
と
せ
ら
れ
る
点
に
お
い
て
、
そ
の
内
に
発
展
の
あ
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

こ
う
し
た
理
の
法
身
が
衆
生
の
側
か
ら
は
『
佛
性
』
と
し
て
説
か
れ
、『
佛
性
と
は
即
ち
是
れ
如
来
、
如
来
と
は
即
ち
是

れ
無
為
、
無
為
と
は
即
ち
是
常
、
常
と
は
是
れ
法
』（
聖
行
品
下
）
等
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
一
切
衆
生
悉

有
佛
性
の
論
理
的
基
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。（
河
村
孝
照
「
大
乗
涅
槃
経
に
お
け
る
佛
身
観
の
一
考
察
」
宗
教
研
究
、
一

九
○
号
、
一
九
六
七
年
三
月
。
一
○
六
頁
）
参
照
。

＊
ま
た
、
二
身
説
と
関
連
し
て
参
考
に
。「
人
格
佛
と
し
て
の
永
遠
の
佛
陀
が
、
い
わ
ゆ
る
『
報
身
』（sam. bhoga-ka –ya

）

の
佛
陀
で
あ
る
。『
般
若
経
』
は
法
を
主
と
す
る
経
典
で
あ
る
た
め
、
報
身
の
観
念
は
ま
だ
現
わ
れ
て
い
な
い
。
法
の
開
示

者
と
し
て
の
佛
陀
は
、
報
身
た
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、『
法
華
経
』
の
釈
迦
佛
や

『
阿
弥
陀
経
』
の
阿
弥
陀
佛
、『
華
厳
経
』
の
毘
盧
舎
那
佛
な
ど
は
報
身
の
佛
陀
と
見
て
よ
い
。
こ
の
報
身
佛
の
思
想
は
大

乗
佛
教
の
特
徴
で
あ
り
、
小
乗
佛
教
に
は
見
ら
れ
な
い
思
想
で
あ
る
。
こ
の
『
永
遠
な
る
人
格
佛
・
救
護
者
と
し
て
の
佛
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陀
』
の
観
念
は
、
小
乗
佛
教
か
ら
は
出
て
こ
な
い
が
、
し
か
し
佛
伝
文
学
か
ら
も
出
て
こ
な
い
と
思
う
。
佛
伝
文
学
は
釈

迦
佛
が
成
佛
を
完
成
し
た
そ
の
根
拠
を
、
探
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。」（
平
川
彰
「
初
期
大
乗
佛
教
の
研
究
」

Ⅱ
（
著
作
集
、
春
秋
社
第
四
巻
、
四
五
七
頁
）

〈
教
法
常
住
〉
は
、
い
わ
ば
〈
佛
身
常
住
〉
へ
と
収
約
し
た
の
で
あ
る
。
涅
槃
経
は
こ
の
趣
旨
を
シ
ャ
カ
入
滅
時
に
、「
世
間

虚
空
、
世
間
虚
空
」
と
悲
哭
す
る
大
衆
に
対
し
て
、
迦
葉
菩
薩
の
口
を
か
り
て
宣
し
た
。

汝
等
し
ば
ら
く
憂
悲
啼
哭
す
る
こ
と
な
か
れ
。
世
間
不
空
な
り
、
如
来
常
住
に
し
て
変
易
あ
る
こ
と
な
し
。
法
僧
も
ま
た

し
か
り
。（
梵
行
品
第
一
二
。
大
正
蔵
一
二
・
七
一
七
ａ
）

と
。
シ
ャ
カ
は
入
滅
の
相
を
示
す
が
、
消
滅
す
る
に
あ
ら
ず
、
常
住
な
り
、
不
変
易
な
り
、
と
。「
大
衆
こ
の
語
を
聞
き
お
わ
り

て
啼
哭
即
ち
や
み
、
悉
く
阿
耨
多
羅
三
藐
菩
提
の
心
を
発
せ
り
。」
と
語
ら
れ
る
。「
我
相
は
ま
た
無
常
と
雖
も
、
如
来
の
我
は

真
実
に
是
常
な
り
。」
と
も
宣
言
さ
れ
て
。（
獅
子
吼
菩
薩
品
第
二
三
・
六
。
大
正
蔵
一
二
・
八
○
二
ｂ
）。

＊「
迦
葉
菩
薩
」
は
、
本
経
で
最
も
多
出
す
る
菩
薩
で
、
迦
葉
菩
薩
品
と
い
う
一
品
さ
え
あ
る
。
こ
れ
が
教
団
の
長
老
で
、

遺
法
を
結
集
し
た
摩
訶
迦
葉
と
の
関
連
が
云
々
さ
れ
る
。
大
弟
子
摩
訶
迦
葉
は
シ
ャ
カ
入
滅
の
時
不
在
で
、
数
日
後
来
会

し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
横
超
慧
日
『
涅
槃
経
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
八
二
年
、
五
四
〜
五
八

頁
を
参
照
。

│
そ
も
そ
も
、
シ
ャ
カ
自
身
の
佛
教
は
本
来
、
煩
悩
苦
か
ら
の
解
脱
を
目
的
と
す
る
倫
理
道
徳
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
が
、
時
代
と
と
も
に
宗
教
色
が
加
わ
り
、
シ
ャ
カ
の
理
想
化
・
神
格
化
が
す
す
ん
で
、
超
人
と
さ
れ
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
な
ど
が

説
か
れ
た
。
一
番
の
難
所
は
入
滅
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
解
釈
に
い
た
っ
て
、〈
教
法
常
住
〉
で
は
満
足
さ
れ
ず
、
教
法
の
本
体
と

し
て
の
〈
法
身
常
住
〉
が
構
想
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
に
、
法
華
経
の
〈
久
遠
実
成
〉
が
産
ま
れ
、
今
、
両
者
の
総
合
の
よ
う

な
形
で
シ
ャ
カ
の
〈
佛
身
常
住
〉
観
が
展
開
さ
れ
る
わ
け
で
、
人
間
の
霊
魂
の
中
に
潜
む
〈
宗
教
の
種
子
〉sem

en
religionis
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の
い
た
す
と
こ
ろ
、
人
間
の
矯
正
不
可
能
な
ほ
ど
宗
教
的
動
物incurrable

religious
anim

al

で
あ
る
こ
と
を
思
わ
し
め
て

く
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
さ
き
の
引
用
文
に
〈
キ
リ
ス
ト
論
〉
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
た
が
、
同
じ
佛
者
の
発
言
と
し
て
、

宗
教
は
即
ち
教
祖
の
創
作
す
る
所
に
し
て
、
そ
の
教
祖
は
そ
の
宗
教
の
神
格
と
な
る
。
此
種
の
天
才
は
社
会
人
文
発
達
の

中
に
て
特
別
の
創
造
者
と
な
れ
ば
な
り
。
佛
教
に
於
け
る
佛
陀
、
キ
リ
ス
ト
教
に
於
け
る
キ
リ
ス
ト
は
、
即
ち
こ
の
種
の

中
心
人
格
に
し
て
…
…
キ
リ
ス
ト
教
初
期
の
信
仰
問
題
が
キ
リ
ス
ト
の
人
格
に
関
す
る
問
題
に
集
中
し
、
佛
教
が
多
門
に

分
れ
て
、
そ
の
中
に
は
氷
炭
相
容
れ
ざ
る
分
派
を
生
じ
て
後
も
、
尚
佛
陀
の
人
格
を
中
心
と
し
て
活
動
せ
る
は
、
こ
の
消

息
を
示
し
て
余
り
あ
り
。（
姉
崎
正
治
『
現
身
佛
と
法
身
佛
』
養
徳
社
版
、
三
〜
九
頁
）

が
あ
る
。
こ
の
叙
述
そ
の
も
の
が
、
既
に
し
て
、
佛
教
的
発
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
両
者
が
同
日
の
談
な
ら
ざ
る
事
に

つ
い
て
一
言
し
て
お
く
な
ら
ば
、
ま
ず
両
者
の
死
の
様
相
（
自
然
死
、
磔
刑
死
）、
そ
の
意
義
（
無
常
垂
示
、
贖
罪
）
に
お
い

て
、
水
と
油
、
天
と
地
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
片
や
そ
の
死
に
際
し
て
〈
教
法
〉
を
提
示
し
た
の
に
対
し

て
、
片
や
は
死
の
前
夜
に
そ
の
肉
を
血
を
示
し
た
ご
と
く
、〈
教
法
〉
と
い
う
よ
り
も
、
教
法
の
源
な
る
〈
己
れ
〉
を
提
示
す

る
。「
わ
れ
、
、

に
従
え
」、「
わ
れ
、
、

を
信
ぜ
よ
」、「
わ
れ
、
、

を
愛
す
る
か
」
と
、
み
ず
か
ら
が
指
さ
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
シ
ャ
カ
の
生
身
（
色
身
）
と
云
い
、
法
身
と
言
っ
て
、
形
而
下
の
生
身
は
断
ち
切
れ
て
消
え
、
形
而
上
の
法
身

の
線
に
乗
り
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
連
続
の
連
続
と
も
云
う
べ
き
翻
転
の
操
作
を
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
死
を

機
縁
と
し
て
次
元
の
切
替
作
業
を
必
要
と
す
る
。
だ
か
ら
、
い
か
に
し
て
も
生
身
と
法
身
と
の
間
隙
は
依
然
と
し
て
残
影
す
る

の
を
否
め
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
キ
リ
ス
ト
の
場
合
は
、
死
│
埋
葬
│
復
活
と
、
そ
の
生
身
は
そ
の
ま
ま
連
続
一
貫
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
身

の
ま
ま
の
昇
天
、
し
か
も
、
そ
の
身
の
ま
ま
の
再
臨
へ
と
、
い
さ
さ
か
の
空
隙
な
く
一
線
に
連
ら
な
っ
て
い
て
、
何
ら
思
考
上
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の
詐
術
を
必
要
と
し
な
い
。

だ
が
、
シ
ャ
カ
の
生
身
と
な
る
と
、
い
か
ん
せ
ん
荼
毘
に
付
さ
れ
て
一
掬
の
骨
灰
と
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
八

つ
の
舎
利
塔
と
、
瓶
塔
、
灰
塔
、
合
わ
せ
て
十
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
、
一
度
無
と
な
っ
た
も
の
を
異
次
元
の
別
世
界

で
有
と
す
る
苦
心
が
弄
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
形
而
上
、
思
考
上
の
操
作
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
を
し
も
、
佛
教

が
哲
学
的
で
あ
る
と
云
う
な
ら
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
は
歴
史
的
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。

ま
た
、
佛
教
が
シ
ャ
カ
を
永
遠
者
と
な
す
の
に
、
数
百
年
の
論
議
を
積
み
重
ね
た
の
に
対
し
て
、
イ
エ
ス
の
神
性
は
数
十
年

後
の
文
書
に
表
明
さ
れ
、
何
よ
り
も
、
イ
エ
ス
自
身
お
の
れ
を
神
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
十
字
架
に
お
く
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
シ
ャ
カ
の
肉
身
灰
燼
に
帰
し
、

│
畢
竟
は
精
神
上
の
永
生
を
描
い
た
の
に
対
し
て
、
イ
エ
ス
は
肉
身
を
も
っ
て
復

活
し
、
そ
の
肉
身
に
指
を
入
れ
さ
せ
て
「
わ
が
主
、
わ
が
神
」
と
告
白
せ
し
め
て
い
た
。

佛
身
論
の
経
緯
を
検
討
す
る
時
、
次
の
『
カ
ル
ケ
ド
ン
信
条
』（
Ａ
Ｄ
四
五
一
）
を
あ
ら
た
め
て
読
む
思
い
が
し
よ
う
。

「
わ
れ
ら
は
聖
な
る
教
父
た
ち
の
例
に
な
ら
い
、
一
つ
に
し
て
同
じ
み
子
、
わ
れ
ら
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
告
白
し
、
ま

た
教
え
る
こ
と
に
同
意
す
る
。
神
性
に
お
い
て
同
じ
よ
う
に
完
全
で
、
人
生
に
お
い
て
も
ま
た
完
全
で
あ
る
。
真
の
神
に
し

て
真
の
人
な
る
魂
と
肉
体
を
持
ち
、
神
性
に
よ
れ
ば
父
と
同
質
で
、
人
性
に
よ
れ
ば
わ
れ
ら
と
同
質
で
あ
る
。
罪
の
ほ
か
は

す
べ
て
の
点
に
お
い
て
わ
れ
ら
と
等
し
い
。
神
性
に
よ
れ
ば
す
べ
て
の
世
の
先
に
生
ま
れ
た
ま
い
、
人
性
よ
り
す
れ
ば
こ
の

世
に
お
い
て
わ
れ
ら
の
た
め
に
、
わ
れ
ら
の
救
い
の
た
め
に
神
の
母
で
あ
る
処
女
マ
リ
ヤ
よ
り
生
ま
れ
た
も
う
た
。
一
つ
の

同
じ
キ
リ
ス
ト
、
み
子
、
独
り
子
は
、
二
つ
の
性
質
に
お
い
て
、
混
同
せ
ず
（a

js
ug

≈uvt
w
ß

）、
変
化
せ
ず
（a

jt
revp

t
w
ß

）、
分

割
せ
ず
（a

jdia
irevt

w
ß

）、
分
離
せ
ず
（a

j≈w
rivs

t
w
ß

）
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
二
性
の
区
別
は
そ
の
結
合
に
よ
っ
て

解
消
し
た
の
で
は
な
く
、
各
性
質
の
特
性
は
一
つ
の
人
格
一
つ
の
本
質
の
中
に
保
た
れ
共
存
す
る
。
二
つ
の
人
格
に
分
離

（µ
erizovµ

enon

）
ま
た
は
分
割
（dia

irouvµ
enon

）
さ
れ
ず
し
て
一
つ
の
同
じ
み
子
、
独
り
子
、
言
な
る
神
、
主
イ
エ
ス
、
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キ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
預
言
者
た
ち
に
よ
り
て
最
初
か
ら
宣
べ
伝
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
主
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
御
自
身
が
わ
れ
ら
に
教
え
ら
れ
、
ま
た
聖
な
る
教
父
た
ち
の
信
条
が
わ
れ
ら
に
伝
え
た
と
お
り
で
あ
る
。」

以
上
の
概
略
の
も
と
に
、『
大
般
涅
槃
経
』
に
お
け
る
シ
ャ
カ
神
格
化
の
諸
相
を
尋
ね
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
先
回
の
『
法
華

経
』
が
情
緒
的
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
本
経
は
論
癖
と
も
云
え
る
理
論
に
つ
ぐ
理
論
の
弁
証
で
あ
る
が
、
そ

の
四
十
巻
中
、
独
自
の
佛
身
論
が
産
出
す
る
思
想
を
幾
つ
か
に
わ
た
っ
て
見
て
行
き
た
い
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）
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